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項 目 要  約 

１．研究の概要 

 

機構論に基づいた詳細二相流シミュレーションの設計や安全性評価への

適用による、革新炉等の安全性向上・設計開発の効率化および精緻化に必

要な詳細二相流シミュレーションの妥当性確認の実現を目指し、詳細二相

流シミュレーションの解析結果と比較するための瞬時・局所的な二相流デ

ータ取得を可能とする計測技術開発を行うとともに、妥当と判断するため

の明確な基準を検討した上で、詳細二相流シミュレーション結果の妥当性

確認を行うことを目的として、以下の研究開発を行う。 

１）詳細二相流計測技術開発と二相流データベース構築 

２）TPFITおよび JUPITERを用いた数値シミュレーションの実施と妥当性 

確認 

２．総合評価 Ａ 
・二相流の瞬時・局所解析は、計測技術も解析も難しいため、本研究は

重要な取り組みである。実際の原子炉においてもBWRでは炉心内、PWR

では蒸気発生器（SG）中の振動等が問題となっており、解析結果とし

て信頼性はどこまでかなど、ユーザーの意見を聞いて欲しい。 

・実際に規制対応等に用いるためには、実現象と解析結果を比較したり、

得られた測定データをデータ同化に用いるなどの方策で、説明性を高

める必要がある。 

・得られたデータの時間分解能や空間分解能がコードのV&Vにきっちり

と使えるレベルとなっているかの検証をし、世界でも使用可能なデー

タ・コードとして欲しい。 

・常温・常圧環境にて実施しているが、実機環境である高温・高圧環境

に適用が出来るかはしっかりと検証して欲しい。 

  



Ａ）目標にそった優れた成果があげられており、継続は妥当。 

Ｂ）一部の内容について継続は妥当。または、改善の上での継続が妥当であ

る。 

Ｃ）継続すべきでない。 

 


